様式第２号

令和８年度　居場所に係る実施計画書
１　設置者・居場所について
	①団体名称
	

	②代表者名
	

	③設置者の
主たる活動
	

	④担当窓口
	

	⑤連絡先
	

	⑥組織区分
	当てはまるものにレ点チェックし，必要書類を添付

	
	□任意団体　□NPO法人　□自治会　□社会福祉法人

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	〔確認〕
	別紙のとおり，組織の設立が分かる書類を
添付しました。
	□

	⑦居場所の
名称
	

	⑧居場所の

住所等
	〒

宇都宮市

〔連絡用電話番号〕（　　　－　　　　）

〔連絡用メールアドレス〕（　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑨居場所を
設置する
建物の形態
	□　団体所有の建物（　　　　階建て）を活用する。
□　団体の活動に使用する建物（賃借）を活用する。

　　〔上記建物の名称／所有者〕

	
	上記建物で居場所に供する面積
	
	㎡

	
	上記建物における消防設備の設置状況
	

	⑩複数人で交流できるスペースの設置等について

	⑴設置数
	
	か所

	　⑵交流を促すための設置上の工夫について

	

	⑪広報活動について（居場所の認知向上を図るもの）

	

	⑫確認
	居場所の外観・内観が詳細に分かる写真を添付しました。
	□


２　居場所の開設日程等

	①居場所の開設日程について

	　⑴　確認事項（確認済の項目にレ点チェックすること）

	□
	居場所の開設時間は，全ての予定日において３時間以上を設定している。

	□
	居場所の開設予定日は，月１回以上かつ年間２４回以上となっている。

	□
	居場所は，定期的な開設となるよう，努めている。

	　⑵　具体的なスケジュールについて
　　　※当項目は運営計画書などの任意様式の提出で代替することが可能

	【基本開設日】
□毎週・第　　　　　曜日　午前・午後　　　時～午前・午後　　　時
□毎週・第　　　　　曜日　午前・午後　　　時～午前・午後　　　時
【その他開設日】（基本開設日以外に開設する日付・時間を記載）

□　　月　　日　午前・午後　　　時～午前・午後　　　時

□　　月　　日　午前・午後　　　時～午前・午後　　　時



	　⑶　居場所の年間開設日数
	　　　　　　　日


３　居場所の従事体制
	①責任者
	⑴　役職・氏名
	

	
	⑵　緊急時連絡先
	

	②会話見守り
　専門員の
配置
	⑴　配置人数
	　　　　
	人

	
	⑵　当専門員を必要とする利用者に対する配慮・
支援について
	

	③その他，配置する者の役割，人数など
	

	④事件，事故，災害など居場所において緊急事態が発生した際の対応について

	


４　居場所の施設開設費用について
　※　開設初年度に限ります。２年目以降は記載するはありません。
	備品購入・
改修・修繕

等について
	⑴　具体的内容
	

	
	⑵　費用
	
	円


５　居場所の広報活動等について（「１－⑪・広報活動」のほかに実施するもの）
　※　広報活動費用を交付申請しない場合，記載する必要はありません。
	交付要綱
第３条
⑵　カ
について
	⑴　具体的内容
	

	
	⑵　費用
	
	円

	
	⑶　目標・期待
される効果
	


６　その他

	確認
事項
	当てはまるものにレ点チェック

	
	　この実施計画書に基づき実施する居場所の設置及び運営については，宇都宮市または宇都宮市関連団体からの他の補助金等が交付されていないことを確認しています。
	□

	
	　居場所開設中の事故に備え，利用者の受入開始前までに賠償責任保険への加入など，必要措置を講じます。
	□

	
	　居場所の利用者のうち，適切な支援につなぐ必要があると思われる者を把握した場合は，エールＵなどの相談窓口の紹介や支援機関との連携を図るほか，必要に応じて市に情報提供を行います。
	□
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